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問	

前
回
３
月
定
例
会
の
質
問
で
は
、
地
域
活
動

拠
点
と
し
て
長
年
無
料
で
利
用
さ
れ
て
き
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
文
化
セ
ン
タ
ー
の
有
料

化
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の
か
伺
い

ま
し
た
。
26
年
度
に
は
「
公
共
施
設
白
書
」
が
策

定
さ
れ
、
各
施
設
利
用
料
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

一
定
の
方
向
性
を
出
す
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

公
共
の
駐
車
場
、
駐
輪
場
、
施
設
使
用
料
等
の
減

免
基
準
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
８
月
に
方
向
性

を
出
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

検
討
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答	

（
市
長
）‥
維
持
管
理
経
費
を
公
費
で
負
担
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
用
料
の
見
直
し
、
有
料
化

を
行
う
場
合
は
、
そ
の
施
設
を
利
用
す
る
人
、
し

な
い
人
が
同
様
の
税
負
担
を
し
て
い
る
こ
と
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
駐
車
場
は
、

周
辺
民
間
駐
車
場
の
料
金
、
利
用
実
態
な
ど
も
考

慮
し
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
施
設
利
用
の
多
く
の
方
が
減
額
や
免
除
と

な
っ
て
お
り
、
複
雑
な
判
断
基
準
が
設
定
さ
れ
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

使
用
料
等
の
減
額
、
免
除
は
公
益
性
や
社
会
福
祉

の
観
点
に
基
づ
く
も
の
に
限
定
し
、
施
設
利
用
に

か
か
る
費
用
は
で
き
る
だ
け
公
平
に
負
担
い
た
だ

け
る
よ
う
な
基
準
見
直
し
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
寡
婦
（
夫
）
控
除
み
な
し
適
用
に
つ
い
て

問	

25
年
版
「
子
ど
も
・
若
者
白
書
」
に
よ
る
と

15
歳
～
34
歳
の
う
ち
ニ
ー
ト
は
2.3
％
、
ひ
き
こ
も

り
は
1.8
％
で
す
。
市
の
そ
の
年
代
は
約
２
万

８
０
０
０
人（
26
年
５
月
現
在
）、
ニ
ー
ト
は
約
650

人
、
ひ
き
こ
も
り
は
約
500
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

若
者
が
自
立
し
就
労
す
る
こ
と
は
、
本
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
と
共
に
、
社
会
を
支
え
て

く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
若
者
の
社
会
的
自
立
に

向
け
た
就
労
支
援
は
早
急
に
対
応
す
べ
き
課
題
で

す
。
単
に
就
労
だ
け
の
支
援
で
は
な
く
、
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
に
至
っ
た
背
景
を
考
慮
し
た
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
で
す
。
現
在
、

市
が
行
っ
て
い
る
若
者
自
立
支
援
体
制
と
あ
わ
せ

て
、
専
門
部
署
を
設
置
し
て
本
年
４
月
に
県
が
厚

木
市
内
に
開
設
し
た
「
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
意
向
が
あ
る

か
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答	

（
市
長
）
‥
県
と
共
催
で
「
若
者
の
た
め
の
働

き
方
相
談
」
を
月
１
回
実
施
し
、
今
後
も
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
新
た
な
専
門
部
署
は
設
置
し
ま

せ
ん
が
、
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と

の
連
携
は
調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
２
０
１
５
年
度
か
ら
の
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て

問	

昨
年
末
に
待
機
児
童
解
消
、
保
育
の
質
の
維

持
や
安
全
確
保
な
ど
、
保
育
行
政
の
課
題
解
決
に

向
け
た
保
育
士
増
員
の
た
め
の
要
望
書
が
市
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
公
立
の
７
割
の

人
員
で
対
応
し
て
い
る
民
間
保
育
園
の
保
育
単
価

の
加
算
要
望
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
料
対
国

基
準
徴
収
率
の
改
善
の
検
討
の
有
無
や
、
所
得
税

額
に
応
じ
た
保
育
料
の
階
層
の
見
直
し
、
そ
の
ほ

か
認
可
保
育
園
を
中
心
と
す
る
保
育
行
政
、
さ
ら

に
民
間
保
育
会
と
行
政
の
協
議
体
の
創
設
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答	

（
市
長
）‥
現
在
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
く
新
制
度
へ
向
け
、
基
準
条
例
の
制
定
や
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
中
で
す
。

答	

（
保
健
福
祉
部
長
）‥
保
育
士
不
足
は
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
国
と
自
治
体
が
連
携
し
て
対
応
し

ま
す
。
新
制
度
で
は
、
運
営
費
の
公
定
価
格
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
で
の

意
見
を
参
考
に
し
て
補
助
額
を
検
討
し
、
あ
わ
せ

て
保
育
料
の
設
定
に
つ
い
て
も
本
会
議
の
中
で
整

理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
定
期
的
に
民
間
保
育
会
と
意
見

交
換
会
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
連

携
を
図
り
ま
す
。

問	

文
部
科
学
省
は
、
図
書
通
帳
（
ま
た
は
読
書

通
帳
）
を
活
用
し
た
際
の
子
ど
も
た
ち
の
読
書
状

況
の
把
握
を
、
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
に
委

託
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
活
字
離
れ
の
対

策
、
読
書
機
会
の
拡
大
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
図
書
通
帳
と
は
、
自
分
で
借
り
た
本
の
履
歴

を
、
預
金
通
帳
の
よ
う
な
形
で
残
す
と
い
う
も
の

で
す
。
文
部
科
学
省
は
、
読
書
を
「
子
ど
も
が
、

言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、

創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
」
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲
向
上
を
目
的
に
、
今
後
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る
中
央
図
書
館
に

こ
の
図
書
通
帳
対
応
の
設
備
導
入
を
望
み
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答	

（
教
育
部
次
長
）‥
中
央
図
書
館
は
本
年
４
月

か
ら
指
定
管
理
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
来
年
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
導
入
す
る
設
備
も
決
ま
っ
て

お
り
、
図
書
通
帳
対
応
の
設
備
導
入
は
難
し
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
学
校
図
書
室
に
お
い

て
は
、
そ
の
活
用
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
ご
提

案
の
図
書
通
帳
な
ど
で
、
読
ん
だ
図
書
の
履
歴
が

分
か
る
よ
う
な
工
夫
を
し
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書

活
動
の
推
進
を
促
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

公
共
施
設
使
用
料
の

�

あ
り
方
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　
松
本　
正
幸

若
者
の
社
会
的

　
自
立
支
援
に
つ
い
て

市
民
・
ネ
ッ
ト
の
会　

西
田 

ひ
ろ
み

保
育
行
政
の

課
題
解
決
に
つ
い
て

志
政
会　
氏
家　
康
太

中
央
図
書
館
に

図
書
通
帳
の
導
入
を
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茂


